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相生市那波野に、全長 10.6ｍ、玄室の奥行 6.7ｍ、高さ 3.3

ｍの切石づくりの横穴式石室が残っています。 

相生市では最大、兵庫県下でも屈指の大きな横穴式石室です。

墳丘は相当崩れており、およそ直径 30ｍくらいの円墳であった

と思われます。 

年代は 7 世紀の中頃とされ、古墳の規模から、被葬者
ひ そ う し ゃ

はこの

地方を支配した相当の有力者であったと考えられています。 

 

  
国道２号線東行きの山陽道龍野西 IC 側道(宇佐美 GS の東 )入ったすぐに看板が出ています。 

古墳の北側には相生カントリーがすぐ見えます。石室上側の大きな石が重さ数十トンとも言

われています。このような巨石を使っていることから大豪族であると言われています。  
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